
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 防災意識と「知る努力」の向上 

 我々行政側の「知らせる努力」も重要ですが、一方、住民の方々自らも「知る（知

る努力）」ことが必要です。住民の方々自らが情報を入手したり、収集することで、

その結果「この情報は、どのような情報なのか。また、この状況はどのくらい危険な

のか」ということを知っていただくことが重要です。 
 また、地域のハザードマップ作りには、行政側のみならず住民の方々も一緒になり、

「今、ここで災害が起きたらどのようになるのだろうか」ということを普段から意識

して参加いただく取組みが必要です。 
今後、このような取組みを各関係機関が一緒となった取組みを推進することとして

います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

（洪水危機管理シンポジウム：札幌管区気象台資料より） 


